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Society5.0に向けた
浜松市への期待
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コロナ禍により、行政のDXが主眼に



行政のデジタル化に注目が高まる

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2020/summary_ja.pdfを元に関が抜粋

１.「新たな日常」構築の原動力となる
デジタル化への集中投資・実装とその環境整備
（デジタル・ニューディール）

ポストコロナ時代の新しい未来 （経済財政運営と改革の基本方針2020より）

次世代型行政サービスの強力な推進
デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
新しい働き方・暮らし方
変化を加速するための制度・慣行の見直し



https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2020/summary_ja.pdfを元に関が抜粋

２.「新たな日常」が実現される地方創生 ３.「人」・イノベーションへの投資の強化

４.「新たな日常」を支える包摂的な社会の実現

５.新たな世界秩序の下での活力ある日本経済の実現

東京集中→多核連携型
地域の躍動につながる産業

教育への投資
科学技術・イノベーションの加速

社会保障の再構築、データヘルス改革
社会的ファイナンスの活用

自由で公正なルールに基づく国際経済体制
サプライチェーンの多元化
ＳＤＧｓを中心とした地球規模課題への貢献



https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/



https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/



Society 5.0 を実現するための様々な課題
● 変化の早い技術を、どのようにキャッチアップするのか 

● 人々の働き方、サービス提供のあり方をどうデジタル化していく
のか （DX）

● サービス開発において、競争分野と協調分野をどのように線引き
するのか 

● 長期的な利益と短期的な利益をどのようにバランスさせるのか 

● 市民の理解や参加をどう促していくのか 



Society5.0は、「結果としてなっている」もの

●手段を目的化してはいけない

●住民の福祉を守るのが行政

●多様な住民の福祉を、どう守るのか 

●行政だけでできないことを、市民や企業がカバーする

●「参画のデザイン」を通じて、プレイヤーを増やす



Society5.0は、「結果としてなっている」もの

●手段を目的化してはいけない
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●「参画のデザイン」を通じて、プレイヤーを増やす

国よりも、住民に近い自治体がやったほうが早い 



地域のガバナンスを変える必要がある

ガバナンス＝「統治」

本報告書は、サイバー空間とフィジカル空間の
融合により社会構造が変化する中で、新たなガ
バナンスモデルの必要性と、政府、企業、コミ
ュニティ・個人の各主体の役割を提示している。

「ルールベースの法規制」から、「ゴールベー
スの法規制」へ

https://www.meti.go.jp/press/2019/12/20191226001/20191226001.html



前提 ソフトウェア中心、動的、リアルタイム



前提 未来は予測できない
つまり・・・

● 先にルールを決めることはできない。→目指す姿を決めて、動きながら軌道
修正する

● 未来が予測できない→たくさんの実験を行い、その結果から学ぶことが必要。
学ぶためのデータが必要

● 「従来のやり方」が通用しない。→同じやり方に固執するのは逆にリスク
● 「経験があるから失敗しない」わけではない。むしろ経験が足かせになるこ
とがある→多様性を尊重し、ともに考えることが重要（若者、女性、外部の
人材、マイノリティ）

● 多様な人に主体的に参加してもらうには、腹落ちしてもらうことが必要→透
明性を高め、信頼関係を結ぶ必要がある





浜松市に期待されること

進取の気風、「やらまいか」

まずやってみる、そして修正する

国土縮図型都市

多様なフィールド、生活、文化

多様で豊かな観光資源や自然環境

RE100目標
予防・健幸都市浜松

健康寿命日本一



https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/dsc/dejisuma_kousou/documents/kaisetsu.pdf



オープンイノベーション

オープン＋革新

囲い込み戦略ではなく、多様なプレイヤーとともに
サービス開発を行うこと

組織や分野等を超えて共創するのに必要なことは 



オープンイノベーション

オープン＋革新

囲い込み戦略ではなく、多様なプレイヤーとともに
サービス開発を行うこと

組織や分野等を超えて共創するのに必要なことは 

ビジョンの共有と、信頼関係の構築
浜松をどのような地域にしたいのか についてとことん語り、「とも
につくる」環境づくりが有効。
何をしたいか、ではなくどういう未来を子どもたちに渡したいか



市民起点・サービスデザイン思考

市民を中心に考える

デジタル化は手段にしかすぎない。
最大多数の最大幸福から、最大多様の最大幸福へ

何を提供したいか、ではなく、市民は何を求めているか 

市民とともに考え、つくる環境が必要。

市民目線での目標づくりと、市民からのフィードバックを得る仕組み
をつくる



オーストラリアの基準

各都市のLiveability（生活のし
やすさ）を指標化して比較。

徒歩での生活のしやすさ、アル
コール、健康的な食べ物、公共
交通、社会的サービス、オープ
ンスペース、仕事、住宅などの
入手のしやすさをインデックス
している



アジャイル型まちづくり

アジリティ＝俊敏さを上げることで、不確実性
をマネジメントする

全ては仮説。最初に物事を決めすぎずに、仮説を
検証するツールを開発すると考える。動くことで理解が深まる。

フィードバックサイクルを元に改善していく。必要ないものは作らな
い。

人月型ビジネスとアジャイルの相性は悪い。（問題を解くのに時間を
かければかけるだけ儲かる）→ビジネスモデルを変える必要がある。



DX推進にはスピード感が必要

●「早く失敗して、経験値と実感を得ること」こそが価値
○後発になれば、だんだん失敗できなくなる
■複雑性の増大
● 見えてくるものが増えると意思決定しにくくなる

○失敗は、なかなか共有されず分からない
■「きれいに見せよう」とすることから自由になろう
■「失敗していいよ」は上役（究極は、首長）しか言えない



●Digital Transformation

○Digitization とは違う。

○デジタル前提でサービス提供のあり方を変革すること

○「私はITのことはわからない」は禁句 

■ ITの話ではなく、顧客（市民）体験を起点に考え
て仕組みを替える話

DXってなんだろう 



どうしたら、失敗から学べるのか 

●失敗のコストを下げる
○最初から失敗を計画に織り込む
○小さく始めて、徐々に大きくする

●実施したことから、学習する仕組みを作る
○ 100%の失敗というものはありえない

●若手を中心にし、管理職はフォロワーシップを発揮する
○「責任は俺が取るから、思い切ってやってみろ」と言
えるか 



シビックテック・アプローチ
公共モデルを「依存」から「共創」へ

市民 行政

要望・苦情

公共サービス

市民

行政

企業

NPO

大学

テクノロジー
データ活用
場づくり 課題

解決

シビックテック・エコシステム
コミュニティで築いた関係性をもとに
プロジェクトを創出

C4J

コミュニティ

エンジニア
デザイナー

公務員
自治体
省庁

研究者

会社員
NPO

企業

学生

プロジェクト

エンジニア × デザイナー

自治体 × エンジニア

NPO × エンジニア

学生 × 企業

オープンにつながり、社会をアップデートする



ともに考え、ともにつくる

25



26

世界２６カ国で「Code for xx」が活動



27

全国、約８０地域で「Code for xx」が活動



28

各地で自らの地域を良くするための活動



コロナ禍で生まれた様々なアクティビティ
ダッシュボード

検索サイト

アイデア募集

NPO支援 プロトタイピング



本当に「お年寄りはデジタルを使いこなせない」のか 



本当に「お年寄りはデジタルを使いこなせない」のか 



それでも、デジタルに対応できない人はいる
自治体として、「誰一人取り残さない」ことは重要
デジタルオンリーにするわけではない 

●デジタル対応できる人は、デジタルにしてもらう
○そちらのほうが、ユーザにとっても便利

●バックエンドもデジタル化する
○職員は研修をして底上げする（仕事ですし）
○アナログ業務は共同で外注してしまう手も

●デジタル化して空いた作業を、アナログな応対に当てる
○手続きのためのアナログ作業は、価値を産んでいない

そのアナログ業務、
市民に対して価値を
生んでいますか？



まとめ
●Society5.0 は「結果なっているもの」
●未来は予測できない。美しい設計図よりも、行動が大切
●「ガバナンス」の仕組みを変える必要がある
●多様な市民とともに考え、ともにつくる（オープンイノ
ベーション）

●市民目線のKPIを作り、サービスの設計を進める
●不確実性に対応する手段は俊敏さ
●求められているのはトランスフォーメーション
●ともに考え、ともにつくっていこう


